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論　　文　　の　　要　　旨
　関東山地東部にあって，中生界。古生界の中に孤立して存在する第三系秩父盆地の成因は，いま
だによく分かっていない。このような孤立した堆積盆地の形成は，それ自身興味ある問題であるが，
さらに日本列島の新生代における地殻変動史にとっても重要な問題である。ラット氏のこの論文は，
秩父盆地をつくる第三系の詳細な堆積環境の解折と，その堆積環境を規定したテクトニックな状態
を推定し，盆地の発生と進化を明らかにしようとした論文である。
　本論文において明らかにされた主な研究成果は次のように要約される。
1）秩父盆地を構成する第三系の層序は，主として堆積構造と岩相から，9種類の異なる単位堆積
相に分類され，それらが次の6種類の組合せ（facies　associations）をつくること，それらの組合せ
がそれぞれ次の堆積環境単位に対応していることが明らかにされた。すなわち，（1）Fan　Delta，（2）
Marginal　grave1beach，（3）She1f，（4）S1ope，（5）Fan，（6）Basin，p1ain．
2）以上の堆積環境単位は，陸地から海域に至る一連の堆積環境の中の各構成部分に相当する。そ
の空間的配列から，秩父第三系は，全体として盆地の北西角を頂点とする扇状地三角洲の堆積物で
あることが示された。また，この第三系層序申には，ユ回の海進期をはさみ，2回の海底扇状地が
重なっていることが明らかにされた。
3）盆地の東側には，以上の扇状地堆積物とは別個に，（2）に類似した盆地縁辺相があるが，これは
盆地底の断層による隆起に伴って新たに生じた陸地の縁辺部をあらわしている。これによって秩父
盆地の現在の輸郭が決定された。
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4）似上の堆積相による環境の推定と平行して，盆地周辺，盆地内部に頻繁にみられる断層系の解
析を行い，その多くは堆積直後に生成した断層系であって，それらの応力場は，盆地斜面上部では
正断層系，下部では逆断層系であることが明らかにされた。これは堆積相から推定した古地理環境
とよく一致している。
審　　査　　の　　要　　旨
　西南日本外帯およびその東北延長部には，孤立した堆積盆地がいくつか存在する。秩父盆地，五
日市盆地等は第三紀における例である。このような盆地がどのようにして造られるかは，日本列島
の構造形成史上の興味ある問題の一つである。この論文では，この課題にたいして，構造地質学的
な手法と堆積学的な手法を有機的に関連させて用い，構成第三系の堆積時におけるこの盆地の古地
形と環境を推定することに成功した。従来漢然としか分かっていなかった堆積環境が，陸地に接続
する扇状地三角洲であることが明らかにされ，その海域が南東側に向かって開くことが示された。
また，盆地生成後，その外側に新たに地殻変動が起き，その結果盆地底の一部が隆起して盆地の外
側の輪郭がつくられたことも明らかにされた。このような知見はまったく新しいものであり，その
意義は大きい。
　また，この研究においては，構造地質学的および堆積学的な手段を併せ用いて成果が挙けられた
が，このことは，この研究方法がこの種の研究に有効であることを示したことにも意義があるもの
と考えられる。
　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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